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８月２４日（土）甲寿園 夏祭り

コロナ流行後はフロアごとに夏祭りを行って
いましたが、今年は久しぶりにフロア合同で、
場所も中庭で行いました。屋台やヨーヨー、
盆踊り、楽しんで頂けたでしょうか？ご家族
やボランティアの皆様もたくさん来て下さり
ありがとうございました。感染対応で参加で
きないフロアもありましたが、写真で夏を感
じて頂ければと思います。

南館２階

素敵な笑顔
沢山で

最高の一日
でした！！



甲寿園だより（２）

南館３階

北館３階

遅くなりましたが先月のお出掛けの様子です。
美味しいジュースでほっぺたが落ちそう！
カメラ目線も忘れずに！！

フロアから観る夏祭り♪
全体を見れてなかなか
良いものでした！

賑やかな夏祭り！楽しい時間はあっという間でした。
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リハビリ室からのお便り 栄養室より 今月の行事食

♪今月の郷土料理 福島県♪

・さんまのポーポー焼き
・みそかんぷら
・じゅうねんサラダ
・ざくざく汁

～選択食を始めました！～

郷土料理めぐりは、
東北地方に突入しました！

甲寿園では、今年度より
選択食を始めました。ご利
用者にとって「選ぶ」とい
う行為はとても貴重な機会
です。
事前の聞き取りでは、お料
理の写真を見て、味を想像
し、一生懸命選んでくだ
さっています。

おやつは「ままどおる」
「福島の桃」「ミルクプリン
桃のジュレがけ」からお1つ
お好きなものを♪

夏らしい浴衣とうちわ
の飾りを作りました。

そして、歓びの会（敬
老会）に向けての飾り
づくりの様子です。

北館２階

おやつ作り☆
チヂミ

今年、夏祭りに参加出来な
かったので来年こそは！皆
揃って参加したいです♪９
月に入り涼しくなってくる
時期なので外気浴にも積極
的に行けたらと思います♪

８月誕生日の方

お誕生日おめでとうございます☆
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甲寿園ホームページ 甲寿園Facebook 甲寿園Instagramホームページでは甲寿園
だよりを毎月公開中！
過去のだよりもご覧くだ
さい。

SNSでも甲寿園の様子を
紹介しています。

園長のコーナー 「サンポウヨシナシゴト」

9～10月の予定

9月 10日 歓びの会（北３）
9月 15日 誕生日会
9月 16日 歓びの会（北２南２南３）
       長寿のお祝い

10月 ５日 移動百貨店（衣類）
  10月20日 誕生日会

※誕生日会は毎月第３日曜日です

ふれあい書道展

毎年応募している「ふれあい書道展」の結果が賞状になって
届きました。ふれあい書道展は筆で有名な広島県熊野町の全
国書画展覧会運営委員会が主催していて、全国の幅広い年代
層の力作が出品されています。今回、甲寿園からは２2名の方
が応募しました。皆さんの作品も笑顔も素敵です！おめでと
うございます！

今年4月の介護保険・報酬の改定で、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）は、協力医療機関
との連携が義務付けられました。（3年間は、移行期間として努力義務。）
従前から、特養ホームは運営基準として「入院治療を必要とする入所者のために、あらかじめ、

協力病院を定めておかなければならない。」とされており、甲寿園の場合は西宮渡辺病院と協定を
結んでおりました。この度の改定では、協力医療機関としての要件が従前の協力病院の要件とは異
なるため、あらためて西宮渡辺病院、西宮渡辺心臓脳・血管センターと協定を結ぶこととなりまし
た。なお、この協定は協力医療機関での診療や入院を確約するものではなく、協力医療機関以外の
受診ができない、というものではありません。また、これらの仕組みとは別に、「入居者の健康管
理及び療養上の指導を行う」配置医師として板野甲山診療所との契約をしていますが、この点での
変更はありません。
協力医療機関との連携がさらに深まることは、私ども職員やご利用者にとって有益であると考え

ています。がしかし、一定の条件を満たした場合に「協力医療機関連携加算」が追加されるため、1
割負担の方の場合、毎月おおむね100円（100単位）の費用負担増になってしまいます。ご利用者・
ご家族には、近々、詳細の説明・同意書を送付いたしますので、ご協力をお願いいたします。
今回新設されたこの100単位の加算は、来年度以降は50単位になることが決まっています。さらに

は、次回の改定でこの加算は廃止となり基本報酬に内包される、と私は予想しています（関係者の
多くはそう予想しているでしょう）。3年後の運営基準上の「義務付け」を先行して決めていますの
で、連携協定されている状態が標準であり、「加算」はなじまないと位置付けられるでしょう。
高め設定の「加算」をインセンティブとして政策誘導し、一定浸透すれば、名目上は基本報酬に

上積みするとして、その「加算」を廃止する。近年の報酬改定は、この傾向が極めて顕著です。純
粋に基本報酬に上積みされていればまだ納得いくところですが、なんと甲寿園のような特養ホーム
（多床室）の基本報酬の単位は、介護保険がはじまった2000年度と比べ、平均して18％近く引き下
げられている、というのが恐るべき実態です。利用者負担は抑えつつ、事業所が存続できる制度と
なる様、要望をあげていきたいと思います。
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